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聖隷クリストファー大学社会福祉学部介護福祉学科 1 年次生  2 年次生 3 年次生  
2．調査項目   
 １）運動習慣：質問紙  ①運動セルフエフィカシー  ②運動行動の変容ステージ  
２）気分感情：質問紙  POMS 2 ３）体力測定   ①握力   ②等尺性膝伸展筋力  
４）身体活動量・睡眠状況  
3．調査期間  
 2018 年 1 月 22 日倫理委員会承認後、 2018 年 2 月～ 2018 年 7 月の通常授業と介護実習の  
 各 5 日間、 a.介護実習Ⅰ－② 1 年次生（ 2018 年 2 月）ｂ .介護実習Ⅲ 3 年次生（ 2018 年 2
月） c.ソーシャルワーク実習 3 年（ 2018 年 6～ 9 月） d.介護実習Ⅲ 2 年次生（ 2018 年 8～
9 月） e.介護実習 1－① 1 年次生（ 2018 年 9 月）  
【結果】  
 2018 年 4 月末現在、介護実習と通常授業における 2018 年 2 月の介護実習 1－②の男子 1
名、女子 5 名、介護実習Ⅲの女子 2 名の身体活動量と睡眠状況では、介護実習中：平均
歩行（ 5983.55 歩）、移動距離（ 3.64km）、消費カロリー（ 1928.59cal）階段（ 154.09 段）





 4 月現在通常授業を計測中のため、介護実習Ⅰ－②、介護実習Ⅲについて、 5 月 23 日の
合同発表会において、身体活動量、睡眠状況、 POMS について、一般大学生と比較分析し
考察する。また、体力測定、運動習慣についても同様に比較分析し考察する。  
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